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事業概要
平成２４年六本松（草ヶ江校区）に事業所を開所以来、安心して働き、また地域に貢献する事業所を目指して運営しています。地域との交流は地域清掃を定期的に行うほか地域行事にも参加し、地域からも支援をいただき活動に取り組んでいます。　　平成３０年度は工賃向上と多様な働く機会や活動の提供を目指し，アート活動・販売、簡易作業、施設外就労を通して社会と関わり、元気な事業所づくりに取り組みました。平成３１年２月２８日にアートイベントを開催し、多くの方々との出会いや地域との交流も深まりました。具体的な事業内容は次のとおりです。

１　利用者状況　　　　　　　　　　　　　　　　　平成３１年３月３１日現在
	項　目
	内　容

	平均年齢
	４７．５歳（２０歳～６３歳）

	職員数
	１０名

	利用者居住区別

	東区２名、博多区２名、中央区４名、南区１１名、城南区７名、早良区７名　計３３名

	事業別利用者数・定員
	利用者（定員）
	男性
	女性

	就労継続支援事業Ｂ型
	３２（３０）
	２２
	１０

	就労移行支援事業
	　１　（６）
	　０
	　１

	合　計
	３３（３６）
	２２
	１１



２　年間開所日数及び利用者数（一日平均利用者数）　
	就労継続支援事業Ｂ型
	２６８日
	　７，７０９人（２８．８人）

	　就労移行支援事業
	２６８日
	　　　１８３人（　０．７人）



３　事業別活動状況
（１） 就労継続支援事業Ｂ型（工賃向上を目指す事業）
就労継続Ｂ型事業平均工賃（月額）
	平均工賃月額
	作　業　内　容

	２１，０３５円
(29年度20,614円)
（28年度13,079円）
	アート活動・販売（文具他）・簡易作業（施設内での封入・封かん他）、施設外就労（倉庫作業、ビル清掃）


（参考　厚生労働省発表　平成２９年度　全国平均工賃月額　15,603円）


工賃向上を事業所の大きな目標としてアート活動・販売、簡易作業、施設外就労に取り組み、平成３０年度は目標工賃を達成しました。
1 アート活動及び販売
事業所の特徴であるアート活動は福岡市植物園（温室ギャラリー）におけるダンボールアート展をはじめ福岡市内や久留米市美術館での展示会に参加するほか福岡市障がい児・者美術展、くばらだんだんアート展などに応募しました。
アートグッズの販売はカレンダーや文具を中心に商品を増やし、カタログの内容を充実させ、販売にも積極的に取り組みデパートや商店街等の販売や、各種イベントにも出品しました（カタログ配布２４５か所、販売会参加６１回）。　　主力商品のカレンダー（壁掛け及び卓上）は３０年度を上回る販売数を達成し、工賃向上につながりました。デパートにおける大規模販売会では、利用者のライブペイントの出演等もあり、絵画等の販売を初めて行い販売額も大幅に伸びました。一方、営業活動においては営業力の不足を痛感したため、課題を今後に活かしたいと考えます。

2 簡易作業・施設外就労
事業所内の簡易作業は封入・封かん作業を中心に行いました。定期的な作業のほか５月から８月までの期間はガス会社の大量の作業を行いました。このほか施設外就労として倉庫作業（週１回）、ビル清掃（週１回）などに取り組み、工賃向上とともに利用者の希望や積極性を活かすことができました。

3 　工賃向上のためのコンサルタント派遣事業活用
福岡市の平成３０年度工賃向上コンサルタント派遣事業に応募し、採択されたため６月からセミナー（４回）へ参加するとともに、コンサルタントが事業所に来所し個別指導（３回）を受けることで、事業所の取り組み（商品販売、作業の選択等）の強みや課題などが明確となりました。
特に今回のコンサルタント派遣事業（指導）を通して工賃向上の取り組みが職員全体に徐々に浸透してきたと思われます。
一方では売上に十分反映できなかったことも課題と思われます。今回のコンサルタント派遣においてコンサルタントから工賃向上につながる具体的な提案もあり、今後に活かしたいと思います。

（２） 就労移行支援事業（就職を目指す事業）
利用者が少なく利用者に応じたプログラムや就職への意向を踏まえて見学や受験等の支援、就職に向けてはハローワーク等に同行し、就職面談会への参加なども行いましたが、一般就労に結びつくことはできませんでした。
今後も一人ひとりの希望を踏まえて強みや特性を考慮し、きめ細かな支援を行う必要があります。
（３）アートイベントの開催（県障がい者芸術文化活動推進補助事業）
平成３１年２月に事業所主催のアートイベント「ピースプラントアートフェスin六本松」を福岡市科学館で実施しました。内容はダンス、音楽、ライブペイント及び手芸等に利用者がチャレンジするとともに、他の事業所やゲストの出演等を得て、約２５０名の参加もあり盛況でした。このイベント開催により地元草ヶ江校区の人権尊重推進委員会総会からの出演依頼もあり地元との交流が深まりました。

４　余暇支援
（１）レクリエーション
レクリエーションは外部講師の指導のもとエアロビクス及び手芸サークルを実施しました。年度後半からアートイベントのダンスや音楽の練習を行い、利用者の皆さんはそれぞれの希望に基づいてサークル活動に参加しました。

（２）休日余暇活動
休日余暇支援は休日の余暇を充実するために毎月1～２回、利用者の希望を踏まえて実施し、毎回１２名前後（年間２８回、延べ３２５名）の参加がありました。外出を楽しむとともに体験を通してマナーやルールを学ぶことに取り組んでいます。今後も利用者の意向を踏まえて実施するとともに健康づくりやアートにふれ合う機会を増やして余暇の充実を進めていく必要があります。

５　健康管理と防火管理等
（１）健康支援(加齢化対策)の取り組み
加齢化に伴う疾病（生活習慣病等）の予防に向けて次の支援を行いました。　　
	事　　業　　名
	内　　　容
	参加者数

	よかドッグ
同行支援（年１回）
	福岡市のよかドッグ健診を活用し、協力医療機関(内科)へ職員同行で受診し、生活習慣病の改善を目指します。
	希望者
１１名

	レントゲン検診
同行支援(年１回)
	保健所において集団検診を受検し感染性疾患の予防を図ります。
	希望者
２２名

	健康づくり教室
（４月～１２月、各１回）
	医療機関の協力を得て理学療法士の指導による健康づくり教室を開催し、腰痛、肩こり予防のストレッチ等のほか健康に関する指導を受けています。
	
利用者
全員

	毎朝の
ストレッチ体操
	健康教室で指導いただいたストレッチを朝礼時に毎日行い、健康予防と仕事への気持ちの切り替えに活用しています。
	
利用者
全員


基本的な健康管理の支援を行っていますが、加齢に伴い新たな支援も検討する必要があります。

（２）安心・安全対策の取り組み
消防計画に基づく避難訓練を定期的に実施し防災に対する意識を高めました。事業所内に避難経路及び避難時の注意事項や通報手順を掲示し、日頃から火災発生時への対応を速やかに行うため職員、利用者の意識付けに努めています。また事業所内の転倒を防ぐため、利用者の休憩時の見守りに努めています。

（３）給食提供の取り組み
　　　　給食業者と定期的に給食部会を実施し，献立内容、調理方法の確認や感染症対策等に関して協議し利用者の健康状態に配慮した弁当給食の提供を行いました。特に食中毒やノロウィルス対策等のきめ細かな予防策を要望するとともに、事業所としても食事前の手洗い、アルコール消毒の徹底を行っています。
今後とも、バランスのとれた食事となるような給食提供を行うとともに、楽しい時間となるように利用者の要望等も伺いながら取り組んでいく必要があります。

６　その他の取り組み
（１）本人活動推進の取り組み　
日々のあらゆる機会に，自ら「考える」「選択する」「行動する」ことは重要です。利用者内でグループリーダーを設けて、様々な活動の際に意見を聴き、本人活動の充実につながっています。今後も利用者の意見を反映する必要があります。

（２）保護者会との連携
　３０年度３回開催された保護者会において事業所運営（作業やアート活動、利用者支援の取り組み等）の事業計画や状況などを報告するとともに保護者の要望や意見を事業所運営に反映しています。また、福祉バスを活用して久留米市美術館のビタミンアート展を保護者とともに鑑賞しました。３０年度は事業所主催のアートイベントにおいて衣装の作成など多くの協力をいただきました。毎月の手芸サークルでは保護者の方が毎回数名参加され、作品の充実とともに商品化にもつながりました。

（３）職員研修
事業所運営に職員の資質向上は重要課題です。事業所内では業務を通しての職場内研修を実施するほか、職員の経験年数や役割に応じて，法人内の研修をはじめ福岡市や福岡県社会福祉協議会，社会就労センター等の研修に職員を参加させ知識や技術の習得を図りました。特に障害者虐待防止法や人権に関する研修は職員全体での周知理解を図るため、計画的に外部の専門研修に派遣し、研修報告等を職員全体で共有しました。
また、職場研修として発達障がいのある利用者への支援について外部の専門家（臨床心理士）を講師に招き、事例検討を通して支援の向上について学びました。

（４）介護等体験及び実習生等の受入
人材育成及び実習生等を受け入れることにより実習生への学ぶ機会の提供とともに事業所として利用者への日頃の支援等をより客観的に把握することができます。３０年度は介護等体験大学生５名、福祉関係実習生９名の計１４名の実習生を受け入れました。

７　地域との交流
　　校区のまつりに毎年参加するほか町内会から花壇の世話も任され、花いっぱい運動を進めています。また校区の民生委員さんが毎月ボランティアとして利用者と一緒に作業していただいています。校区から人権啓発の啓発品として毎年事業所のアートグッズを採用いただいています。

８　苦情解決
　　３０年度は事業所として苦情解決処理第三者委員会への報告事案はありませんでした。虐待防止及び権利擁護は重要な課題であるため法人主催の虐待防止研修等へ職員が受講するとともに、日頃から保護者と交流を図りながら事業所の状況をその都度説明し、利用者が安心して活動を行うことができ、相談しやすい事業所づくりに努めています。

９　地域における公益的な取り組み
　　地域においては事業所周辺のゴミ拾いを定期的に行い、地域の清掃美化活動に取り組んでいます。
また社会福祉法人が行う地域貢献活動の一つとして福岡ライフレスキュー事業（福岡市中央区連絡会）に参加し、関係団体との連携を進めています。
今後とも地域において清掃活動をはじめ地域社会の一員として積極的に役割を果たしていく必要があります。
